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〈研究ノート〉

イギリスにおけるシク教徒移民 SikhDiaspora 
に関する研究動向*

藍 ;宰 光 晴

はじめに

インド・パキスタン分離独立が シク教徒出自の地であったパンジャーブ地方の分割の歴史的

契機となり，シク教徒の海外移住者 SikhDiaspora 1)を多数産み落とした2)。とくに，イギリスと

の繋がりが強固であった3)彼/女らは同時にイギリス多民族・多文化社会4)を構成する一要素で

もある。そこで，イギリスにおけるシク教徒移民の研究は，昨今の多文化共生の掛け声と共に，

深化の度合いを深めつつある。さらには近代世界の構造的解明の一助となり得るであろう労働力

移動の研究と相侠って イギリスを中心にこの分野での研究は インターあるいはマルチ・デイ

シプリナリーな様相を見せはじめ，実証的・理論的，ミクロ的・マクロ的研究が専門領域を越え

て進められている。

そこで，本稿において，この分野での過去の研究状況を整理し これからの研究への展望に繋

げることを第一の目的とする。

なお，その他の重要文献についても適宜脚注に表記する。

* 本稿は，草稿の段階で世界システム研究会 (2002年2月25日開催)のメンバーによる貴重な意見も含

まれている。記して御礼申し上げる。なお本稿における誤謬は全て筆者である私に帰するのは言うまで

もない。

1) Diasporaに関する理論的な規定については，コーエンの著作 (Cohen1997)に見受けられる。つま

り①「被害」デイアスポラ(ユダヤ人，アフリカ人，アルメニア人)②「帝国Jデイアスポラ(イギリ

ス人)③「労働」デイアスポラ(インド人)④「交易Jデイアスポラ(中国人，レバノン人)⑤「文

化」デイアスポラ(カリブ海地域の人々)と類型化されている。以上のように「コーエンによるこの分

類は示唆に富むものであるが，時代の違いやそれぞれの移民が行われた歴史的状況が背景に押しやられ，

ともするとデイアスポラの型が民族の資質や性格に帰着するかのような誤解を招く危険性があるなど，

このままでは受け入れるにはいくつかの難点があるように思える。しかし，移民の類型化を試みるとき，

彼が指摘するように，特定の移民がしばしば複数の範曙に属することを見落としてはならないだろう。J
(古賀，内藤，浜口編2000:i -ii) 

2) イギリスにおける南アジア系移民は， 1987年段階で126万人は存在していると試算されており

(Clark， Peach and Vertovec 1990: 2-3)，その中でもシク教徒は1990年現在で約50万人存在していると

試算されている (Tatla1999: 42-43)。

3) 大英帝国とシク教徒の関係については(長谷2000: 151)または (Helweg1986a: 368)を参照せよ。

4) イギリスにおける多民族，多文化社会に関する研究として (Goulbourne1991)が参照されるだろう。
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I 海外の研究動向

本章ではイギリスにおけるシク教徒移民に関する海外での研究動向を取り上げる。とりわけ，

シク・ディアスポラのホスト社会との接触を通じ，イギリスでのシク・アイデンテイテイの変容

とシク文化の新たな展開における研究成果について紹介する。なお，イギリスにおけるシク教徒

移民の史実に関する研究は，バラードやヘルウェツグ (Ballardand Ballard 1977)， (Helweg 

1980a)等による成果がある。さらに以下で取り上げる文献においても，史実に関しては，これ

らの研究成果を踏まえた研究が進められている。つまり，民族，ナショナリズム，国民国家など

に関する最近の積極的な議論をフォローするためシク・ナショナリズムのイギリスでの展開につ

いての研究が進展している。ゆえに以下においてはそれら近代以降に強調され，近代の理念を支

えつづける「近代的言説|を意識した研究実績について紹介したい。

i Agnihotri9 R.ι. Crisis of Identity: The Sikhs in England， New Delhi， 1987. 

本書はイギリスのリーズ地方におけるシク教徒の移住過程の歴史を実証的なデータやマクロ的

な事例の分析(リーズのシク教徒移民における包括的な考察)を通して叙述し，さらに文化的な

考察を試みる研究として位置付けられる。とくに1960年代に急増するシク教徒移民の歴史的な背

景の解明，つまり連鎖移民 ChainMigrationsの実態， 1962年， 1968年と段階的にカラード移民

のイギリス本国への入国を規制するための英連邦移民法の制定を見越した，いわゆる「駈け込

み」移民の実態，そして1960年代から1970年代にかけてのアフリカの相次ぐ独立による二次移民

Twice Migrants5Jのイギリスへの入国の実態を実証的なデータに基づいて叙述し，最終的に文化

体系の重要な要素であるシク教徒の言語であるパンジャーブ語の危機を指摘している。つまり，

著者はシク教徒の第一言語の英語化に伴うシク・アイデンティティの象徴のー要素であるパン

ジャーブ諾の忘却を指摘している。著者は，シクの英語の初等教育レベルでの能力の高さについ

ては指摘しながらも，文化的な危機を強調し，イギリスはエスニック・マイノリティの文化を保

護するような教育制度の導入を行い，イギリス文化と同様にエスニック・マイノリティの文化も

同じように認める必要がある，と結論付ける。これは，多文化共生への対応としての一主張では

あるが，多民族国家であるイギリスが抱えている問題への解決の糸口にはなり得ないだろう。な

んとなれば，民族，国民国家などの言説がイデオロギー的な意味合いを多分に含み，歴史的に近

代以降に強調されつつ展開されたのであるが，それら近代以降に強調され，近代の理念を支えつ

づける「近代的言説」への歴史的な考察が，十分になされていないばかりか，いたずらに“エス

ノ・ナショナリズム Ethno・Nationalism"が強調されているからである。イギリス国家によるマ

イノリテイ文化の保護は，文化至上主義による偏狭なナショナリズムの展開を促進し兼ねないっ

5) 東アフリカ経由でイギリスへ再移住するシク教徒，いわゆる二次移民に関する研究として (Bhachu

1985)が参照されるべきである。



June 2002 イギリスにおけるシク教徒移民 SikhDiasporaに関する研究動向 87 

もっとも本書が丹念にシク教徒のリーズへの移住過程を実証的なデータを裏付けに辿っている点

については積極的に評価されべきであろう。しかし，社会，国民国家とナショナル・アイデン

テイティとの関わりについてや矛盾への解決は極めて楽観的で、ある。すなわち，文化問対立に起

因するナショナリズムの偏狭化に伴う民族対立の重要性についてはほとんど指摘されていない。

以上のように本書は 著者によるフィールド調査(主に聞き取り調査)で詳細に連鎖移民や駆

け込み移民の実態をミクロ的に裏付け リーズ地方のシク教徒移民の実態解明への貢献は積極的

に評価されてしかるべきであろう。しかし マクロレベルでの理論分析(近代的言説に関する考

察)が希薄であるという事実は否めず，今日的な問題としての交錯する国民，民族などへの解決

策を提示はしていない。さらに シク・ナショナリズムのイギリスでの勃興と変選についの一貫

した研究成果であるとは言い難い。したがって本書はシク・デイアスポラを一面的にしか把握し

きれていない。つまり ホーム社会とホスト社会との関係性でデイアスポラの現象は把握される

べきであって，ホスト社会によるデイアスポラへの一方的な抑圧という視点のみを強調する結論

となってはならないのである。

祖国a Helweg， A. W.， ‘Indians in England: A Study of the Intemational Relationships of 

Sending， Receiving and Migrant Societies' in Studies in Migration: lnternal and 

lnternational Migration in lndia， Rao， M. S. A. (edふDelhi，1986. 

本論文は，グラベセンドのインド系移民の歴史的展開をホスト社会とホーム社会との関係の中

で描写し，とくにシク教徒の海外移住者 SikhDiasporaの文化変容のプロセス解明を目指すもの

として画期的である。まずインド系移民の移住過程を定住化に到るまでの四段階，すなわちプレ

移住局面 ThePre・migrationPhase，自由局面 TheFreedom Phase，衝突局面 TheConflictPhase， 

定住局面 TheSettlement Phaseに分けている。そして，各局面でシク教徒移民 SikhDiasporaの

シク文化のイギリスでの再構築とイギリス生まれのシク教徒のアイデンティティ形成を照射する。

1950年代，パンジャーブからのいわゆる単身「出稼ぎJ労働者は，シク教徒の象徴である長い

髭と髪そしてターバンを捨て，工場労働に従事した。やがてホスト社会との衝突と連鎖的に移住

してくるシク教徒による家族の呼び寄せにより，イギリスでのシク文化の再構築が進められ，パ

ンジャーブとの繋がりが強化され，シク教徒としてのアイデンティティが確立する。しかし，定

住化の進展とイギリス生まれのシク教徒が出現し始めるとパンジャーブとの歴史的連続性から離

れ，ホーム社会とデイアスポラとは断絶に向かい，イギリスにおけるシク教徒としての新たな立

場，自画像が築かれていく。

本論文は，このようにパンジャーブとの断絶と連結を繰り返しながらイギリスでのシク教徒と

して独自の自画像を獲得する過程を描き，さらに定住化までの歴史的な考察を通して，シク文化

の変容と確立に関する理論的な分析を試み，ホスト社会とホーム社会との関係の下で新たに展開

する移民 Diaspora文化を一元的な把握から開放した。したがってくマジョリテイによるマイノ

リティ文化への抑圧〉という単純な構図を拒絶し，移民 Diaspora文化のホスト社会での新たな
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展開に光を当てる重要な視座を提供している。これはデイアスポラのホスト社会でのナショナリ

ズムの覚醒と変容がホーム社会との関係で語られることの重要性を示唆し，ディアスポラ現象に

おけるホスト，ホーム社会との相互規定性へのアプローチの必要性を明示している。

iトb Helweg， A. W刊 Sikhsin England， Oxford University Press， 1986.6) 

1981年段階，グラベセンドはその人口の 8%に当たる7，797人の移民から成り立っており，そ

の内訳はパキスタン出身者が127人，カリブ人279人，そして残りの全てがインド出自の者であり，

その大多数がパンジャーブ・シク，とりわけ ]ae)シクから構成されている。このようにシク教

徒移民が多数を占めるグラベセンドの歴史を術搬し，シク教徒移民の文化的な変容や，シク・イ

ズム(集合心性，雰囲気工ナショナリズムを想定する思考，行動様式)に対する世代間の認識の

“ズレ"を詳細に分析しながら，彼/女らの新たな文化的な結びつきを本書は研究している。

1980年代イギリス生まれのシク教徒のアイデンティティ形成に大きな変化が見られ始める。西

洋的な個人主義の浸透により，各地域毎のシク・コミュニティでのシク・アイデンティティの強

制?すなわちシク寺院などによるアイデンティテイの形成と維持は，家族単位によるものに取っ

て代わられた。さらにパンジャーブへの送金8)を通しての“エスノ・ナショナリズム Ethno-

Nationalism"の維持は，パンジャーブ経済のインフレーション惹起に起因する送金総額の低下

がもたらしたパンジャーブとの関係の希薄化により，新たな展開が見受けられ始めた。つまり初

期の送金よパンジャーブに居住している家族の健康維持や生活必需品に投下されるのだが，やが

てそれらが満たされると土地や家屋への投資に送金が振りかえられ，そのことが地代の上昇を招

き，最終的にインフレーションを引き起こし，送金の低下に繋がり，パンジャーブとイギリスに

おけるシク教徒との関係性が希薄になり，結果としてシク・アイデンティテイの新たな展開が見

受けられ始める。パンジャーブとの連続性，繋がりが希薄になるにつれ，イギリスにおけるシク

教徒は独自の自画像，つまりパンジャーブ・シクの文脈から離れた，いわば“英国型シク・アイ

デンティティ"を獲得し始める。そのことがイギリスでのカリスタン運動 theKhalistan 

Movemene)の展開を生じさせたマイノリティとイギリスへの貢献を標梼するシク教徒のマジョ

リティとのアンピパレントな形態を構築したのである。

以上本書はグラベセンドにおけるシク教徒移民の端緒から定住化までの歴史を描写し，イギリ

ス社会(ホスト社会)でのシク・アイデンティティの変容と新たな展開を考察し，イギリスにお

けるシク教徒を全体的かつ包括的に分析したものとして古典的な名著になり得るであろう。

6) 本書は著者の博士論文を基に初版が1979年に出版され， 1986年の第二版で新たに1979年以降のシク教

徒に関する模様の記述が追加され，それを踏まえた結論が付与されている。

7) Jatとはパンジャーブ地方の富農カーストであり，パンジャーブから直接イギリスに移住してきたシ

ク教徒の殆どがこのカーストに属している。

8) アジア人移民労働者による“故郷"への送金とその地域の経済状況の変化を論じたものとして

(Stahl and Arnold 1986)が参照される。

9) カリスタン Khalistanとは「純粋な土地Jの意であり，シク教徒による独立国家の名称として考えら

れている。
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出 Ballard，R.，‘Differentiation and Disjunction among the Sikhs'， in Desh Pardesh: The 

South Asian Presence in Britain， Ballard， R.， (edふLondon，1994，pp.88田 116.

本論文において著者は，イギリスにおけるシク教徒コミュニテイの形成史を記述し，第二世代

の登場と 1984年6月のパンジャーブでの事件を経たシク・コミュニテイの形態を描き出し，最終

的にイギリスにおけるシク・コミュニテイの多様性に言及している。

第二次世代，つまりイギリス生まれのシク教徒の出現によりシク・イズムの展開は，西洋的な

個人主義の浸透の結果，コミュニティによるシク教の教化から変貌を遂げた。シク寺院などによ

るいわゆる「全体」を通じて自画像を描く従来の方式から家族，個人によるシク・イズムの伝承

へと変容したのである。さらに第三世代の登場はパンジャーブ語の忘却という決定的な世代間

ギャップを生じさせた。また1984年 6月インド軍によるパンジャーブのシク寺院の総本山である

黄金寺院 GoldenTempleへの軍事進攻によって，原理主義的な過激派の登場によりイギリスの

シク教徒は分裂することとなった。すなわち過激な国家要求運動 theKhalistan Movementを展

開する若干のシク教徒10)とイギリス社会でいわゆる「成功」したマジョリテイとの分裂と，世代

間ギャップで生じた相異とが現在のシク・コミュニティの多様性へと繋がっていると指摘している。

本論文は，以上のようにイギリスにおけるシク・アイデンティテイの変容をイギリス社会との

接触とホーム社会との衝突を契機にシク・コミュニテイの新たな質的変化の局面までを抽出して

いる。すなわち著者は，シク・デイアスポラの歴史的経過に伴い，シク教徒が分化を経験し，多

様なコミュニティを形成したことを示唆した。それは，従来のイギリスにおけるシク教徒を全体

として把握する研究手法の見直しを意味する。つまり，世代別，カースト別，家族単位による，

よりミクロ的な分析手法を必要としているのである。

H 長沓安朗氏の研究成果

ロンドンのイーリング特別地区のサウソール Southallは現在シク教徒が多数居住している地

域として有名であり，リトル・パンジャーブとも称されている程である。とくにサウソールには

かつてパンジャーブからのシク教徒が多数労働に従事した Woolf'srubber factoryが存在してお

り，さらにサウソールはロンドン北西部の工業地帯と隣接していることもあって，ロンドンにお

けるシク・コミュニティの典型例として長谷安郎氏によって研究がなされている。

長谷は，サウソール地区でのシク・コミュニテイの形成史を記述した二つの論文11)を通じ，今

10) なお本論文ではカリスタン運動を牽引するシク教徒のカーストとしてパンジャーブより直接移住した

Jatカーストがその大多数を占めている事実が指摘されており いわゆる二次移民が多数を占める職人

カーストとの分裂が記述されている。

11) 長谷安朗「地域紙および投票者リストを通じてみるロンドン(サウソール)におけるインド人コミユ

ニテイの形成史ならぴ地域住民の反応:定住化初期の 10年間(1950年代後半~1960年代前半)を中心

に」内藤雅雄編『南アジア系移民社会の歴史と現状:イギリス連邦諸国を中心にj東京外国語大学アジ

ア・アフリカ言語文化研究所， 1996年， pp. 149-194. メ
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日の多文化，多民族教育に通じるような政策が実行された模様を描写する。具体的に，イギリス

社会が持っている人種差別的な体質への法的な処置，つまり 1965年， 1968年， 1976年の三度にわ

たる人種関係法の制定，改正を通して，人種差別に対するイギリスの法的な努力，さらに教育制

度に関しでも既に1960年代初頭には隔離教育の拒否を打ち出すなどの試みがなされたことをよく

叙述している。しかし，その一方で、イギリス社会でのシク教徒のアイデンティティの先鋭化，換

言すればシク・ナショナリズムの偏狭化，さらにはヒンドゥー，ムスリムとの分化の鮮明化を強

調するiZjo とくに，ターバン着用を理由にした私立学校への入学取消しをめぐる裁判， 1970年代

から80年代にかけてのイギリスにおけるシク教徒国家要求であるカリスタン運動 theKhalistan 

Movementの展開を通じて，イギリスでのシク教徒のアイデンティテイの確立が，より明確な

かたちで進行している事実が指摘されている。これは多文化共生，グローバル化時代における民

族関係などの今日的な問題を実証的に把握するものであり，民族問題の歴史的な形成過程の解明

とその理論的な背景への解決の糸口を示唆している。

以上，長谷川氏の研究は，サウソールにおけるシク・デイアスポラを照射しているのだが，と

りわけその対象は，イギリス政府の移民への対応とそれを受ける南アジア系移民の反応であり、

その差異を各宗教別，すなわちヒンドゥー，ムスリム，シクの比較することにより，シク教徒の

独自性を探り出している。とくに1970年代から高まりつつあったイギリスにおけるシク教徒によ

る国家要求やパンジャーブ地方の自治権要求の気運と 1983年の最高裁判決によるシク教徒の「人

種集団Jとしての概念規定などでそれぞれの宗教の個別化が進行したことを明らかにしている。

このようにイギリスにおける南アジア系移民の多様性を主張することで，シク・ナショナリズム

の独自性を考察する点において画期的である。

m 新たな研究動向

Tatla， D. Singh， The Sikh diaspora: The search for statehood， URC press， London， 19脅9.

本書は，海外のシク教徒 SikhDiasporaとパンジャーブとの歴史的な関係性をホスト社会の文

脈のなかで位置付け，カリスタン運動の展開と 1984年 6月のインド政府によるパンジャーブのシ

ク総本山 GoldenT empleへの軍事侵攻，いわゆるブルー・スター作戦 theOperation Blue Star 

の決行をグローパルな視点で描き出している。パンジャーブ経済の発展さらにはカリスタン運動

の成熟の原動力を海外在住のシク教徒SikhDiasporaに求め，偏狭なシク・ナショナリズムの展

開が，とくにイギリスにおいては1970年代の一部のシク教徒によるカリスタン運動が，海外在住

のシク教徒とイギリス，インド両政府との関係の中で描かれている。最終的にシク教徒をめぐる

、長谷安朗 1イギリスの『リトル・パンジャーブj サウソール」古賀正則，内藤雅雄，浜口恒夫編

f移民から市民へ:世界のインド系コミュニティ J東京大学出版会， 2000年， pp. 149-168. 

12) イギリスのおける南アジア系移民の宗教的な特般を論じたものとしては (Knott1991: 86-111)が挙

げられる。
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問題，カリスタン運動やテロリズムは，大英帝国を中心とした植民地主義を現代にまで持ち込ん

でいる結果として考察がなされている。

1984年6月以降，イギリスでのカリスタン運動の展開は，原理主義的な運動に変化した。つま

り一部の過激派によってカリスタン運動は牽引されることになった。例えば， 1984年9月23日に

ジャスヴイール・シング Jasvir Singh 13)が発足させたシク教徒青年国際連盟 theInternational 

Sikh Youth Federationなどがそれである。一部過激なシク教徒によるカリスタン運動の展開は，

国際問題にまで発展したのだが， 1984年6月のインド政府によるブルー・スター作戦以降，イギ

リスにおけるシク教徒の大多数の諸政治団体はカリスタン運動への深い介入を回避し始めた。な

ぜなら既にホスト社会での生活が日常の大部分を占めるまでに至っているデイアスポラにとって

は，ホスト社会との連携で“平等な分け前"を希求することの方がより現実的になりつつあった

からである。その反面，急速な通信網の発展によりパンジャーブの政治・経済の行方は，シク・

デイアスポラが広範囲に影響を行使している。したがって，そのような文脈で1984年の事件は，

パンジャーブとの新たな関係とイギリスのシク・ナショナリズムの展開を促した。この新たなシ

ク・ナショナリズムの展開の契機となった1984年の事件は，シク教徒にとって民族的心理的な

ethno・psychologicalトラウマとして深くその心に刻み込まれている14)。

さらに本書は，近年のインターネットの流行によって CDロム等によるシク・イズムの継承

が図られている事実や，それに付随した近年のシク・ナショナリズム展開について，活発な議論

の模様も紹介している。すなわち，このような視覚媒体によるシク・イズムの教化は，イギリス

によるパンジャーブ地域の植民地化からインド・パキスタン分離独立に到るポスト植民地時代に

想像/創造されたに過ぎないのだから，単に新たなナショナリズムの再構成と再分配によってナ

ショナリズムの偏狭化を招くに過ぎないと主張されている。他方で海外在住のシク教徒は，パン

ジャーブ社会との繋がりの中で，つまりシク・デイアスポラはパンジャーブ経済や社会の影響下

でホスト社会と関係し，パンジャーブ経済，社会に影響を及ぼし，いわば相互規定の中で考察さ

れるべきだとも主張されている。しかしながら，前者と後者は決して対立するものではない。つ

まり，パンジャーブの植民地化からポスト植民地時代にシク・ナショナリズムは強調/強化され

たのは事実ではあるが，それを促した原動力は植民地支配という西洋近代，なかんずくイギリス

である。ゆえに，イギリスとパンジャーブとの相互規定のなかでシク・デイアスポラの現象を捉

える必要があるだろう。

このように植民地時代とポスト植民地時代との比較検討によってシク・アイデンティティがい

か様に変容し，またシク・デイアスポラとパンジャーブ・シクとの比較を通しての新たな研究地

13) ちなみにジャスヴィール・シングをめぐってイギリス政府は大いに揺れ動くことになる。 1984年12月

14日イギリス政府は彼の入国を拒否したが その事実の裏にはインド政府による彼の引き渡しを求める

圧力が存在しており，イギリス政府はインド貿易からの利益確保のために彼の入国を拒否した。その事

実関係の詳細は1985年 1月17日付けのガーデイアン紙 (theGuardian)に取り上げられている (Gill

1985)。

14) とくに，この点については (Thandi1996: 241) を参照した。
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平が切り開かれようとしている 15)。

IV 展望:むすびにかえて

1984年 6月の事件以来，イギリスを中心としたシク・デイアスポラの一部は，過激なカリスタ

ン運動を牽引したのだが，多くの彼/女らは，心情的にはこのようなカリスタン運動に共感しな

がらも，サイレント・マジョリティとしてホスト社会での経済的，社会的な地位向上に努めてい

る。とくに，勤労や平等の精神がその教義であったシク教徒は他の南アジア系移民と比べ，いわ

ゆる経済的な成功をおさめたものが多い。さらに，政治的にもイギリスの権力システムを利用し

ている。例えばサウソールやブラッドフォードなどのシク・コミュニテイは労働党支持を打ち出

すなどしてイギリス社会に積極的に介入している。このようにして，イギリスにおけるシク教徒

は，新たな民族集団としての地位を築いている。

近年の新たなシク・ナショナリズムの展開を把握するためには，海外在住のシク教徒 Sikh

Diasporaとパンジャーブとの関係のなかで変容するシク・アイデンティティについての研究が

多分に必要とされている。大英帝国に取り込まれる以前のシク教徒のアイデンテイティ形成から

植民地時代，ポスト植民地時代までを通して多数のシク・デイアスポラの形成，ホスト社会での

アイデンテイテイの展開と変容までを一貫させた研究成果が望まれる。その研究の構成要素には，

民族，ナショナリズム，国民国家などの近代的な言説も含まれ，グローパリズムと口一カリズム

との関連性も含まれている。それは綿密な理論的把握とフィールド調査を通した現象把握との一

体化した研究スタイルを要求している。
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